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の割合（約 4 割）を占めている。慢性透析では 1 人あたり年間 500 万円以上の医療費
が必要となり、糖尿病患者の治療状況を改善し、重篤な合併症を予防することは、患者








 全国 2,600 軒の保険薬局勤務薬剤師を対象とした調査で、合計 1,332 件の回答が得ら

















 調査時点で薬物治療を受けている 2 型糖尿病患者を対象とする質問紙調査として、①
直接収集群（医療機関）、②治療中断歴なし Web 群および③治療中断歴あり Web 群（疾
患パネル登録患者）の別に収集した。背景因子（性別、年齢、身長、体重、副作用経験
の有無、罹病期間、服用薬剤名、低血糖の経験、糖尿病の家族の有無）、HbA1c、服薬
アドヒアランス（Morisky Medication Adherence Scale 8 項目版：MMAS）、パーソナ





 合計 506 例（①直接収集群 212 例、②中断歴なし Web 群 146 例、③中断あり Web
群 148 例）を収集した。MMAS の群別合計スコア（平均±標準偏差）は①群 6.6 ± 1.5、
②群 6.4 ± 1.7、③群 6.1 ± 1.6 であった。③群は①群よりも低く、統計学的に有意
であった（Tukey-Kramer HSD test, p=0.019）。3 段階評価における Low の割合は全
体 31.8%、①群 22.6%、②群 35.6%、③群 41.2%であった。①群、②群のみを用いて、
MMAS を従属変数、背景因子と TCI を独立変数とする単回帰・重回帰分析を行った。
単回帰分析では年齢、TCI 自己志向性は MMAS スコアに対して正の相関、糖尿病薬剤
数、副作用経験、TCI 損害回避については MMAS スコアに対して負の相関を示した。





















 調査時点で薬物治療を受けている 2 型糖尿病患者（疾患パネル）を対象とする自記式
質問紙調査法として、治療中断歴なし、治療中断歴ありに分けて収集した。背景因子の




歴なし 179 例、中断歴あり 129 例）を収集した。 
1) 服薬アドヒランスについては、全項目合計スコアでは中断歴の有無による違いはな











に有意であった（いずれも t-test, p<0.001）。 
5) 病識因子別に服薬アドヒアランスを比較したところ、「合理的な理解」は 3 群を通じ
た線形性があり、Poor 群、Fair 群、Good 群の順に上がっていた。「偏った解釈」につ
いては Poor 群は Good 群よりも高く、「長期視点での覚悟」は Fair 群は Good 群より











 検討３と同じデータを用い、服薬アドヒアランススコアを 2 値データ（Poor 群 vs 
Fair/Good 群）とし、これを従属変数とするロジスティック回帰分析を行ない、Poor
群となる確率（アドヒアランス不良リスク）を推定するモデル式を作成した（病識に関
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